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（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年６月期 5,419 8.1 △2 － 22 △55.7 △1 －
2021年６月期 5,013 △8.8 19 △39.3 51 △2.8 1 △94.9

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年６月期 △4.62 － △0.0 0.3 △0.0

2021年６月期 3.22 － 0.0 0.8 0.4

（参考）持分法投資損益 2022年６月期 －百万円 2021年６月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年６月期 6,919 3,300 47.7 9,328.03
2021年６月期 6,424 3,320 51.7 9,383.00

（参考）自己資本 2022年６月期 3,300百万円 2021年６月期 3,320百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年６月期 △412 △57 472 107

2021年６月期 373 △40 △294 104

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年６月期 － 0.00 － 75.00 75.00 26 2,332.0 0.8

2022年６月期 － 0.00 － 75.00 75.00 26 － 0.8

2023年６月期（予想） － 0.00 － － － －

１．2022年６月期の業績（2021年７月１日～2022年６月30日）

（２）財政状態

（３）キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2023年６月期の配当予想につきましては、未定とさせていただきます。

３．2023年６月期の業績予想（2022年７月１日～2023年６月30日）

　2023年６月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大等の影響により、現時点で合理的な業績予

想の算定が困難であるため、未定とさせていただきます。なお、詳細につきましては添付資料P．３「１．経営成績等

の概況（4）今後の見通し」をご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年６月期 415,841株 2021年６月期 415,841株

②  期末自己株式数 2022年６月期 61,995株 2021年６月期 61,995株

③  期中平均株式数 2022年６月期 353,846株 2021年６月期 353,846株

※  注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：無

④  修正再表示                          ：無

（注）詳細は、添付資料13ページ「３．財務諸表及び主な注記（５）財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」をご覧ください。

（２）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

2023年６月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大等の影響により、現時点で合理的な業績予

想の算定が困難であるため、未定とさせていただきます。なお、詳細につきましては、添付資料P．３「１．経営成

績等の概況（4）今後の見通し」を参照してください。
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１．経営成績等の概況

(１）当期の経営成績の概況

　当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、新たな変異株による感染が拡大

するなど、依然として新型コロナウイルス感染症の影響が懸念されております。また、ロシアによるウクライナ侵攻

によるエネルギー資源価格の上昇、金融市場の変動など、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

　住宅市場におきましては、国土交通省が発表している建築着工統計調査報告において、マンション等を含む新設住

宅着工戸数は前事業年度と比較し上回る水準で推移しているものの、戸建ての指標である持家の着工数が2021年12月

から７ヵ月連続で前年同月比を下回るなど、引き続き厳しい状況が続いております。

　このような状況の中、当社は、主力製品「ＣＥＲＡＭシリーズ」「ＳＨＩＮＴＯかわらＳ」の拡販や新規顧客の掘

り起こし他、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ＹｏｕＴｕｂｅやＬＩＮＥ等のＳＮＳを活用した商品ＰＲや

Ｗｅｂ会議型アプリを使用したリモートによる営業活動にも努めてまいりました。また、エネルギー資源価格上昇な

どによる仕入れコストの上昇に対し、販売価格の改定などを行った結果、売上高は5,419百万円（前期比406百万円増

加）と前年比増収となりました。

　利益面におきましては、エネルギー資源価格の上昇に伴う急激な仕入れコスト増加に対し、工場稼働率の向上及び

歩留の改善を徹底してまいりましたが、コストの回収をすることができず、売上原価率は前期と比較し1.4％増加の

85.0％となりました。この結果、売上総利益814百万円(前年同期比10百万円減少)、営業損失2百万円（前期は19百万

円の利益）、経常利益22百万円（前期比28百万円減少）、当期純損失1百万円（前期は1百万円の利益）となりまし

た。

　なお、当社は瓦製造販売事業の単一セグメントであるため、セグメントとの関連は記載しておりません。

(２）当期の財政成績の概況

（資産の状況）

　流動資産は、商品及び製品の506百万円増加等により、3,124百万円（前期比569百万円増加）となりました。固定

資産は、有形固定資産の72百万円減少等により、3,794百万円（前期比73百万円減少）となりました。その結果、資

産合計では、6,919百万円（前期比495百万円増加）となりました。

（負債の状況）

　流動負債は、短期借入金の340百万円及び１年内返済予定の長期借入金の39百万円増加等により、2,806百万円（前

期比385百万円増加）となりました。固定負債は、長期借入金の126百万円増加等により、812百万円（前期比129万円

増加）となりました。その結果、負債合計では、3,618百万円（前期比514百万円増加）となりました。

（純資産の状況）

　純資産は、当期純損失1百万円となり、配当金支払が26百万円あったこと等により、3,300百万円（前期比19百万円

減少）となりました。

(３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度と比較して2百万円増加し、107百

万円となりました。

　当会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動における資金の支出は、412百万円（前期373百万円の収入）となりました。

　これは、主に非資金費用である減価償却費123百万円、未払金の増加52百万円の増加要因があったこと等に対し、

棚卸資産の増加511百万円、未払又は未収消費税等の増減額113百万円の減少要因があったこと等によるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動における資金の支出は、57百万円（前期40百万円の支出）となりました。

　これは、主に有形固定資産の取得による支出50百万円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動における資金の収入は、472百万円（前期294百万円の支出）となりました。

　これは、主に借入金の純増額506百万円、配当金の支払額26百万円があったこと等によるものであります。
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2020年６月期 2021年６月期 2022年６月期

 自己資本比率（％） 49.9 51.7 47.7

 時価ベースの自己資本比率（％） 10.0 10.7 10.7

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年) 18.8 4.8 －

 インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 7.6 31.3 －

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

 ※　各指標の基準は下記のとおりであります

 自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

　株式時価総額：期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）

　営業キャッシュ・フロー：キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フロー

　利払い：キャッシュ・フロー計算書の利息支払額

   有利子負債：貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債

(４）今後の見通し

　わが国経済見通しは、国内における新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け度重なる緊急事態宣言も発令さ

れ、日本経済の先行きの不透明感が強い状況にあります。また、ロシアによるウクライナ侵攻によるエネルギー資源

価格の上昇、金融市場の変動など、依然として先行きは不透明な状況が続いております。こうした先行きが不透明な

経済環境の中、当業界における新設住宅着工戸数への影響が今後も懸念される状況にあり、業績予想を現段階で合理

的に算定を行うことが困難であり、2023年６月期の業績予想及び配当予想を未定とさせていただきます。

　今後、このような影響が合理的に算定可能となった段階で、速やかに開示するように努めます。

(５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社の利益配分に関する基本方針は、株主及び投資家の利益を保護することを基本原則としており、また、企業と

しての社会的責務を遂行し社会的信用の一層の向上に努め、業績の拡大及び利益の向上により多くの皆様に支援され

る企業でありたいと認識しております。

　株主の皆様に対する利益還元につきましては、将来の事業展開と経営体質の強化等を勘案し、安定的かつ継続的な

配当を行うことと、業績の進展状況に応じて、積極的な利益還元を行うことを基本方針としております。

(６）事業等のリスク

　当社の事業リスクについては、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性があると考えられる事項を記載しており

ます。当社は、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避に向けて努力しております。

　本項においては、将来に関する事項が含まれておりますが、当該事項は事業年度末現在において判断したものであ

ります。

 ① 新設住宅着工戸数について

　当社は、粘土瓦を国内の大手ハウスメーカーをはじめ工事店、問屋、代理店等を経由して販売しております。粘

土瓦は、住宅の新設時に多量に使用されることが多く、その使用量は新設住宅着工戸数の増減に左右され景気動

向、住宅地価の変動、金利動向、政府の住宅政策、税制、少子化等の要因も、業績に影響を及ぼす可能性がありま

す。

 ② 事業に対する法的規制について

　当社は、社会的責任の立場から地域住民の生活環境を保全するため、法的規制、行政指導について常に関心をも

ち、公害防止のため万全の措置を講じ、法的に適正と認められておりますが、法律の改正または新たな規制の制定

により、当社工場の運営に支障を来たし、業績に影響を及ぼす可能性があります。なお、当社港南工場及び明石工

場において碧南市長に対し公害防止計画書を提出しております。

  碧南市における法的規制の主なものは以下のとおりであります。

1) 大気汚染防止法

2) 水質汚濁法

3) 騒音規制法・振動規制法

4) 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

 ③ 特定取引先への依存度について

 1) 原材料仕入について

　当社は、粘土瓦の主原料となる、粘土及び釉薬を特定の仕入先より仕入れを行っております。粘土については配
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合粘土を使用しており、その粘土の配合割合によって、製造工程に影響を及ぼすことがあり、限られた仕入先から

供給を受けることが業界の通例となっております。また、釉薬についても同様であり、色調、品質的に安定度の高

いものが求められるため、限られた仕入先から仕入れを行っております。このため特定の仕入先への依存度が高く

なっており、仕入先の経営状態が悪化した場合、当社製品の製造に支障をきたし、業績に影響を及ぼす可能性があ

ります。

  2) 販売先について

　当社が生産するモデュール瓦は、その製造技術・品質、施工性、作業環境等の改善技術が認められ、大手ハウス

メーカーの採用を受けていることから、大手ハウスメーカー向け専用瓦となっております。従いまして大手ハウス

メーカーの販売する住宅の様式、屋根仕様の大幅な変更、また、当社の特許権等を無視し他社が類似商品の生産を

行い多量に市場投入した場合に、業績に影響を及ぼす可能性があります。

 ④ 原油価格の変動の影響について

　当社は、液化石油ガス及び重油を燃料として使用しております。当社では常時市況価格を注視しながら取引業者

との価格交渉にあたっておりますが、中国・インド等の新興国の需給、米国・ユーロ圏景気、為替レート、投機フ

ァンド等の状況により、原油価格が急激に変動することがあり、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。
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２．企業集団の状況

　当社は、粘土瓦の製造販売及び屋根工事の施工を主な事業としております。

　なお、当社は、瓦製造販売事業の単一セグメントであります。

　事業の系統図は次のとおりであります。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は連結財務諸表を作成していないため、国際会計基準に基づく財務諸表を作成するための体制整備の負担等を考

慮し、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年６月30日)

当事業年度
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 224,923 227,525

受取手形 231,126 －

売掛金 710,917 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 926,967

電子記録債権 183,965 182,609

商品及び製品 1,104,981 1,611,605

仕掛品 12,170 19,814

原材料及び貯蔵品 63,574 60,834

前払費用 14,266 14,337

その他 11,591 83,095

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 2,555,517 3,124,788

固定資産

有形固定資産

建物 2,633,424 2,635,231

減価償却累計額 △1,830,231 △1,893,662

建物（純額） 803,192 741,569

構築物 380,995 381,222

減価償却累計額 △348,223 △352,332

構築物（純額） 32,772 28,890

機械及び装置 3,584,386 3,418,208

減価償却累計額 △3,519,253 △3,338,462

機械及び装置（純額） 65,132 79,745

車両運搬具 142,676 143,180

減価償却累計額 △139,878 △141,301

車両運搬具（純額） 2,797 1,879

工具、器具及び備品 605,508 496,420

減価償却累計額 △565,989 △463,635

工具、器具及び備品（純額） 39,518 32,784

土地 2,717,187 2,717,187

リース資産 112,677 112,677

減価償却累計額 △55,853 △63,365

リース資産（純額） 56,823 49,311

建設仮勘定 30,827 24,867

有形固定資産合計 3,748,252 3,676,236

無形固定資産

ソフトウエア 3,112 1,276

電話加入権 2,031 2,031

無形固定資産合計 5,143 3,307

４．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年６月30日)

当事業年度
(2022年６月30日)

投資その他の資産

投資有価証券 65,478 75,674

出資金 20,548 20,548

破産更生債権等 547 136

長期前払費用 11,431 6,812

繰延税金資産 5,505 －

その他 12,296 12,260

貸倒引当金 △529 △136

投資その他の資産合計 115,277 115,295

固定資産合計 3,868,673 3,794,838

資産合計 6,424,190 6,919,627

負債の部

流動負債

支払手形 45,067 36,761

電子記録債務 300,651 352,803

買掛金 353,251 318,176

短期借入金 1,380,000 1,720,000

１年内返済予定の長期借入金 － 39,996

リース債務 7,964 8,307

未払金 156,938 219,741

未払費用 18,258 24,918

未払法人税等 29,164 3,608

未払消費税等 51,933 －

前受金 14,762 20,933

預り金 9,363 9,328

賞与引当金 6,518 6,255

設備関係支払手形 8,731 19,339

営業外電子記録債務 36,643 24,554

その他 1,160 1,333

流動負債合計 2,420,407 2,806,057

固定負債

長期借入金 360,000 486,674

リース債務 62,019 53,712

繰延税金負債 － 4,365

退職給付引当金 177,484 170,818

損害賠償引当金 7,330 19,733

資産除去債務 34,867 35,635

その他 41,944 41,944

固定負債合計 683,646 812,882

負債合計 3,104,053 3,618,939
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年６月30日)

当事業年度
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 412,903 412,903

資本剰余金

資本準備金 348,187 348,187

利益剰余金

利益準備金 21,487 21,487

その他利益剰余金

別途積立金 2,000,000 2,000,000

繰越利益剰余金 644,020 615,848

利益剰余金合計 2,665,508 2,637,336

自己株式 △125,108 △125,108

株主資本合計 3,301,491 3,273,319

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 18,645 27,368

純資産合計 3,320,136 3,300,687

負債純資産合計 6,424,190 6,919,627
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2020年７月１日
　至　2021年６月30日)

当事業年度
(自　2021年７月１日

　至　2022年６月30日)

売上高

製品売上高 2,216,390 2,083,868

商品売上高 1,028,264 1,264,133

工事売上高 700,176 833,751

その他の売上高 1,068,272 1,238,225

売上高合計 5,013,103 5,419,979

売上原価

製品及び商品期首棚卸高 1,352,182 1,104,981

当期商品仕入高 1,674,381 2,386,347

当期製品製造原価 1,676,220 2,002,421

合計 4,702,783 5,493,749

製品及び商品期末棚卸高 1,104,981 1,611,605

製品及び商品売上原価 3,597,802 3,882,144

工事売上原価 589,907 723,289

売上原価合計 4,187,710 4,605,434

売上総利益 825,392 814,544

販売費及び一般管理費 805,935 816,582

営業利益 19,457 △2,037

営業外収益

受取利息 11 5

受取配当金 2,302 3,271

受取運送料 19,572 25,356

受取家賃 3,509 3,760

保険解約返戻金 7,467 －

その他 13,361 10,614

営業外収益合計 46,223 43,008

営業外費用

支払利息 12,108 11,333

固定資産除却損 563 6,751

その他 1,349 －

営業外費用合計 14,020 18,084

経常利益 51,660 22,886

特別利益

雇用調整助成金 53,773 －

特別利益合計 53,773 －

特別損失

減損損失 75,110 －

損害賠償引当金繰入額 7,330 12,403

その他 5,735 －

特別損失合計 88,176 12,403

税引前当期純利益 17,257 10,483

法人税、住民税及び事業税 30,447 2,959

法人税等調整額 △14,327 9,157

法人税等合計 16,119 12,116

当期純利益 1,138 △1,633

（２）損益計算書
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合
計

資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益剰
余金

当期首残高 412,903 348,187 21,487 2,000,000 669,421 2,690,909 △125,108 3,326,891

当期変動額

剰余金の配当 △26,538 △26,538 △26,538

当期純利益 1,138 1,138 1,138

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 － － － － △25,400 △25,400 － △25,400

当期末残高 412,903 348,187 21,487 2,000,000 644,020 2,665,508 △125,108 3,301,491

評価・換算
差額等

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

当期首残高 14,869 3,341,760

当期変動額

剰余金の配当 △26,538

当期純利益 1,138

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

3,776 3,776

当期変動額合計 3,776 △21,624

当期末残高 18,645 3,320,136

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2020年７月１日　至　2021年６月30日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合
計

資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益剰
余金

当期首残高 412,903 348,187 21,487 2,000,000 644,020 2,665,508 △125,108 3,301,491

当期変動額

剰余金の配当 △26,538 △26,538 △26,538

当期純利益 △1,633 △1,633 △1,633

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

－ －

当期変動額合計 － － － － △28,172 △28,172 － △28,172

当期末残高 412,903 348,187 21,487 2,000,000 615,848 2,637,336 △125,108 3,273,319

評価・換算
差額等

純資産合計
その他有価
証券評価差
額金

当期首残高 18,645 3,320,136

当期変動額

剰余金の配当 △26,538

当期純利益 △1,633

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

8,722 8,722

当期変動額合計 8,722 △19,449

当期末残高 27,368 3,300,687

当事業年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2020年７月１日
　至　2021年６月30日)

当事業年度
(自　2021年７月１日

　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 17,257 10,483

減価償却費 126,304 123,390

減損損失 75,110 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,860 △6,665

貸倒引当金の増減額（△は減少） △254 △393

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,590 △263

損害賠償引当金の増減額（△は減少） 7,330 12,403

雇用調整助成金 △53,773 －

受取利息及び受取配当金 △2,313 △3,277

保険解約返戻金 △7,467 －

支払利息 12,108 11,333

売上債権の増減額（△は増加） △91,992 16,843

棚卸資産の増減額（△は増加） 254,549 △511,527

仕入債務の増減額（△は減少） △5,525 8,771

未払金の増減額（△は減少） △36,795 52,628

未払又は未収消費税等の増減額 57,791 △113,700

その他 △617 33,014

小計 343,262 △366,959

利息及び配当金の受取額 2,315 3,279

利息の支払額 △11,952 △11,557

雇用調整助成金の受取額 51,540 2,233

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △11,293 △39,370

営業活動によるキャッシュ・フロー 373,872 △412,374

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △140,009 △140,010

定期預金の払戻による収入 140,007 140,010

有形固定資産の取得による支出 △66,788 △50,059

保険積立金の解約による収入 24,879 －

その他 1,688 △7,281

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,222 △57,340

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2,120,000 3,280,000

短期借入金の返済による支出 △2,590,000 △2,900,000

長期借入れによる収入 260,000 160,000

長期借入金の返済による支出 △50,018 △33,330

リース債務の返済による支出 △7,636 △7,964

配当金の支払額 △26,416 △26,389

財務活動によるキャッシュ・フロー △294,070 472,316

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 39,579 2,601

現金及び現金同等物の期首残高 65,339 104,918

現金及び現金同等物の期末残高 104,918 107,520

（４）キャッシュ・フロー計算書
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当事業年度の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービ

スと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、従来は販売費及び一般管理費に計上していた一部の費用については、顧客に支払われている対価とし

て売上高より減額する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の利益剰

余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、収益認識会計基準の適用による、当事業年度の損益に与える影響額は軽微であり、期首利益剰余金に与

える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手

形」及び「売掛金」は、当事業年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしまし

た。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取り扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。さらに、収益認識会計基準第89-3項に定める経過的な取扱いに従って、前事業

年度に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第

10号2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用することとしております。なお、財務諸表に与える影響はありません。

（持分法損益等）

　　　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、瓦製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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前事業年度
（自　2020年７月１日

至　2021年６月30日）

当事業年度
（自　2021年７月１日

至　2022年６月30日）

１株当たり純資産額 9,383.00円 9,328.03円

１株当たり当期純利益金額 3.22円 △4.62円

前事業年度
（2021年６月30日）

当事業年度
（2022年６月30日）

純資産の部の合計額（千円） 3,320,136 3,300,687

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 3,320,136 3,300,687

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（千株）
353 353

前事業年度
（自　2020年７月１日

至　2021年６月30日）

当事業年度
（自　2021年７月１日

至　2022年６月30日）

当期純利益金額（千円） 1,138 △1,633

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 1,138 △1,633

期中平均株式数（千株） 353 353

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。
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